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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

境港におけるプロジェクトについて

中国地方整備局 境港湾・空港整備事務所

平成２７年７月１１日

資料－３－２

境港の概要
江島１・２号（水深9m・7.5m）
取扱品目：原木

国際旅客ﾀｰﾐﾅﾙ（暫定）
（水深7.5m）
国際フェリー
（韓国・ロシア航路週１便）

外港１号・２号（水深9.0m・7.5m）
取扱品目：セメント・原木・重油

鳥取県 島根県
境港市 松江市

昭和南石油ﾄﾞﾙﾌｨﾝ（水深7.5m） ３基
取扱品目：石油製品（ｶﾞｿﾘﾝ等）・重油

昭和南１～３号（水深7.5～13m）
取扱品目：木材チップ・原木・金属くず

国際コンテナターミナル（水深14m）
コンテナ航路
（韓国航路週4便、中国航路週1便）

外港中野地区

内港地区

隠岐行きフェリー乗場
（水深6.5ｍ）
隠岐諸島フェリー １便／日
隠岐諸島高速船 １便／日

江島地区

島根県

鳥取県

浜田港

境港

三隅港

鳥取港
西郷港

山陰地方の重要港湾

隠岐諸島

島後

島前

島根県

鳥取県

浜田港

境港

三隅港

鳥取港
西郷港

山陰地方の重要港湾

隠岐諸島

島後

島前

【境港の特徴】
・島根半島に護られた天然の良港として発展
・全国で唯一、区域が２県にまたがる港湾
・背後圏には、製材業、製紙業、金属機械製造業、リサイクル

関連産業等、多様な産業が立地しており、原木の輸入量は
日本海側第１位（H25:全国4位）

・日韓露の３国を結ぶ唯一の国際フェリーが就航
（2009年～；DBSクルーズフェリー）

竹内１～４号（水深5.5～7.5m）
取扱品目：完成自動車・再利用資材

外港竹内地区

防波堤整備事業
（整備中）

島根県

鳥取県

重要港湾（1951年）、リサイクルポート（2011年1月指定）、日本海側拠点港（2011年11月選定）

国際物流ターミナル
(水深12m)整備事業

（整備中）

夢みなとタワー

外港竹内南地区

ふ頭再編改良事業
（整備中）
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境港の課題

外港中野地区

外港竹内地区

外港昭和北地区

江島地区

外港竹内南地区

外港昭和南地区

(C)Yahoo Japan

【課題】
④国内海上輸送網のミッシングリンク
の解消
⑤港湾施設の老朽化及び船舶航行の安
全確保を踏まえたふ頭再編
③大規模地震時における貨物輸送及び
離島航路の確保

【対応】
ふ頭再編改良事業

【課題】
②バルク貨物船舶の大型化、大水深岸壁の不
足に伴う喫水調整や滞船の発生
③バルク貨物の増大によるふ頭用地の不足と
ふ頭間横持ち輸送の発生

【対応】
（外港中野地区）国際物流ターミナル整備事業

【課題】
①十分な港内静穏度が確保されていな
いことにより、安定的な貨物の取り扱
い等に支障を来している。

【対応】
（外港地区）防波堤整備事業

外港沖地区

防波堤を越える波

喫水調整（積込制限）による入港

２

境港 外港地区 防波堤整備事業の概要

防波堤

防波堤

港内浸入波による擾乱

境港の主要な大型船対応岸壁のある昭和南地区などでは静穏度が不足しており年間を通した安全で効率的な荷役
作業に支障が生じている。このため、防波堤を延伸して外海からの波の進入を防ぐ防波堤の整備を推進中。

昭和南地区

防波堤を越える波

・整備施設：防波堤（L=4,150m）（整備中）
岸壁(-13m)等、泊地(-13m)等、埠頭用地（供用中）

・事業期間：昭和43年度～平成28年度

《事業概要》
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境港 外港中野地区 国際物流ターミナル整備事業の概要

臨港道路

ふ頭用地

岸壁（-12m）

泊地（-12m）

【外港中野地区】

【外港昭和北地区】

【外港昭和南地区】

外貿貨物(リサイクル、原木等）需要の増加、船舶の大型化に対応した取扱能力の向上を図るとともに、既存岸壁を

効率的に利用できるよう再編するため、水深12ｍの国際物流ターミナルの整備を行う。

・整備施設：岸壁(-12m)、泊地(-12m) ・・・直轄事業
臨港道路・・・補助事業
ふ頭用地・・・起債事業

・事業期間：平成24年度～平成28年度
・事 業 費：85億円

（内、港湾整備事業費60億円）

岸
壁

（
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2
m

）
2
4
0
m

岸壁(-12m) 標準断面図

計画水深-12.0m

裏込石

地盤改良地盤改良

裏埋材

基礎捨石

ケーソン

既設埋立護岸

-26.0m ～
-43.8m

裏埋材

7.5m

国埋立範囲（約20m）管理組合埋立範囲（約20m）

《整備スケジュール》
事業区分 地区名 施設名 H24 H25 H26 H27 H28

岸壁（水深12m）

泊地（水深12m）

補助事業 臨港道路

起債事業 ふ頭用地

外港
中野

直轄事業

４

境港 外港中野地区 国際物流ターミナル整備事業の整備効果

ふ頭再後
昭和南１～２及び

４号岸壁

木材チップ

竹内４号岸壁

昭和南３号岸壁

その他

・ 回転の早い貨物

・ 緊急物資等

中野岸壁

原木

沖待ち解消、荷役効率の向上

貨物の集約
による荷役効
率の向上

【耐震岸壁】

国際物流
ターミナル

整備

中野国際物流
ターミナル
（未整備）

大型船対応岸壁不足
貨物の混在

昭和南４号岸壁

コンテナ貨物

昭和南１号岸壁

木材チップ

原木

その他

昭和南２号岸壁

リサイクル貨物

原木

その他

竹内３ ,４号岸壁

昭和南３号岸壁

リサイクル貨物

原木

その他

ふ頭再編前

沖待ち発生、非効率な荷役

横持ち発生

【耐震岸壁】

再
編

 

沖待ちの発生
大型船対応岸壁の不足

年間延べ40日程度の沖待ちが強いられる。

１日当たりの沖待ち費用約２００万円

コン テナ貨物

その他

中古自動車

中古自動車

リサイクル貨物

リサイクル貨物

原木

その他

◆国際物流ターミナル整備

・不足する大型岸壁と
ふ頭用地の確保

◆ふ頭再編

・貨物の種別ごとの集約

◆大型船対応岸壁の不足

→  非効率な荷役
沖待ち発生

◆貨物の混在
（原木とリサイクル貨物等）

→  非効率なふ頭利用

●対策

●現状・課題

◆貨物船の沖待ちが解消される
◆取扱貨物の荷役効率の向上が図れる

●効果

原木

リサイクル貨物

貨物の混在
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・整備施設：岸壁(-10m)、泊地(-10m) ・・・直轄事業
ふ頭用地、旅客上屋・・・起債事業

・事業期間：平成27年度～平成31年度
・事 業 費：93億円（内、港湾整備事業費58億円）

《整備スケジュール》

境港 ふ頭再編改良事業の概要
背後に立地する企業の物流効率化を図るとともに、施設の老朽化への対応や船舶航行安全を確保するため、

港全体の機能を再編し、外港竹内南地区において、内貿RORO船、国際フェリー等の機能集約化に対応した複合

一貫輸送ターミナル整備を行う。

想定断面
（概略設計）

地盤改良
（液状化対策）

鋼管杭

上部工

基礎捨石

既設ケーソン

泊地

港 地区名 区分 施設名 H27 H28 H29 H30 H31

岸壁（水深10m、280m）

泊地（水深10m）

ふ頭用地

旅客上屋

境港
外港

竹内南
地区

直轄

起債

６

境港 ふ頭再編改良事業の整備効果
○輸送ルート転換による輸送コストの削減

国内海上輸送を用いることにより、輸送コストが削減される。

○鳥取→関東方面の例 ○広島→北海道方面の例 ○北海道→山口の例

新規ルート既存ルート

既存ルー
ト

フェリー

○震災時における輸送コストの増大回避

耐震強化岸壁を整備することにより、
震災時も同施設を利用する船舶の寄港
が可能となり輸送機能が維持される。

整備なし

境港 境港

新規岸壁
【耐震】既存岸壁

× ◎

港湾機能停止 → 地震による港湾機能停止と
ならない近隣の港湾（代替港）からの輸送

港湾機能維持 → 海上輸送が維持され、通
常時と同様の輸送ルートでの対応

他港

大規模地震
発生

大規模地震
発生

整備あり

７


